
人的資本経営の設計技術

〈講座・懇親会会場〉盛岡市産学官連携研究センター（コラボMIU）会議室
〈参加対象者〉どなたでもご参加いただけます（参加定員：50名）

〈主催〉盛岡市産学官連携研究センター （お問い合わせ：019-622-8889 ）

岩手大学の卒業生をはじめとする地域の研究者・起業家
の研究内容や事業内容を紹介し、参加者も交えて自由に
意見交換をするための場です。地域企業や研究者同士
の交流の場として、企業ニーズと大学シーズのマッチ
ング、異分野・異文化の交流と融合による、新たな連
携のきっかけづくりを目指しています。
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◎こんなことが身につきます

◎ MIUCafe とは

♯経営者が自らの組織の採用設計を再構築できます。
♯組織の理念を社内外に浸透させる方法を学べます。
♯求職者や学生のニーズを再認識できます。

◎ホームシックデザインとは

①  採用設計  と
②  教育制度  と
③  成長機会の設定

※代表清水による屋号を使用した活動は2006年から行っています。
   会社設立（法人化）は2017年12月。

2026年で※20周年となるホームシックデザインは、盛岡市を拠点とするクリエイ
ティブ事務所。デザイン・アート・教育・場づくりなど、クリエイティブの視点
から幅広く事業を展開しています。
「創造性ある産業と文化のためにこの地を開墾する」をミッションに掲げ、クリ
エイティブの価値を東北、岩手、盛岡を中心に提示し続けています。
この土地における産業や文化を維持し、大きく発展させるためのエネルギーとな
る資金・時間・モチベーション・知的資産・創造的資産を増加させ、さらにそ
れらを健全に保ち続けようと考えています。
また、「環境」や「学び」をも創ることで、大きな循環を生み出し、
この土地の誰もが「長期的な未来像」を描き続けることができる
世界を目指しています。

当日の流れ

今回の講座では、「人を惹きつける仕組み」として、ホームシックデザ
インの採用設計にフォーカスします。社内にすでにある教育体制や成長
機会を可視化・言語化し、採用PRとして再設計することで、「この会
社で成長できる」「キャリアを積み上げられる」といった魅力を、求職
者に伝えられるようになります。
「これから採用を強化したい」「人材確保に課題を感じている」という
組織にとって、実践的なヒントを得られる内容です。
採用手法や発信内容が整理できていない、自社の魅力や成長機会をうま
く言語化できていない――そんな課題に取り組むきっかけとして、ぜひ
ご活用ください。

〈第96回MIUCafe〉

※懇親会は申込者のみ。参加費2,000円がかかります。

導入 講座 ワーク 懇親会解散 ※

〈住所〉〒020-8551 岩手県盛岡市上田4-3-5

清水・玉木も
参加します！

の

デザインVol.2組織

2026年
6月19日（金） 19：30     21：00

〈懇親会〉

18：00　19：30
〈講座〉

お申し込み

1982年岩手県一関市生まれ。岩手大学教育学部芸術文化課程を卒業
後、同大学院に進学。言語情報・視覚情報・素材特性や印刷加工
による情報の優位性に関心を持ち、研究と制作を重ねる。在学中
より「homesickdesign」としてフリーランス活動を開始。東京・三
重を経て2010年に盛岡へ帰郷し、デザイン事務所を設立。東北の
作家に焦点を当てたCyg art galleryの運営も手掛ける。現在はクリ
エイティブディレクター・プロデューサーとして、ブランディン
グやコンサルティングの視点から多様なプロジェクトに関わるほ
か、2011年より盛岡情報ビジネス&デザイン専門学校の非常勤講
師も務める。盛岡にクリエイターが力を発揮できる環境を作りた
いという思いが活動の原動力。

1997年、盛岡市出身。岩手大学人文社会科学部国際文化課程を卒業
後、旅好きが高じて総合旅行会社に入社。持ち前の英語力を活かし
て、官公庁や自治体をクライアントとして海外メディアや旅行会社
を招聘し、東北のプロモーション業務に従事。コロナ禍がきっかけ
で自身の生き方について考えるようになり、2021年5月homesickde-
signへの入社を機に帰郷。プロジェクトマネージャーとしてのキャ
リアをスタート。同年9月に代表代理となり、組織の基盤構築に取
り組む。2024年6月より業務執行社員・副代表に就任し本格的に経
営に関与。主な仕事に岩手県の就職応援WEBメディア「みんなの想
職活動」、岩手大学地域協創プログラムペーサー活動などがある。

講 師

合同会社ホームシックデザイン
代表 CEO

合同会社ホームシックデザイン
副代表 COO
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